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【開発目標】 実証試験機による開発

空気

◆国際海事機関（ＩＭＯ） 海洋環境規制 GHG削減政策採択（２０２３年）
２０３０ 年： ２０～３０％減 ２０５０年： １００％減（2008比） 前倒改訂

◆政府「カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」１４分野

２０５０年までに船舶用燃料をアンモニア、水素に転換

◆国交省ロードマップ 舶用燃料

アンモニア・水素 ２０３０年：５％ ２０５０年：４５％

開 発 内 容課 題項 目

数値解析・燃焼試験による最適化重油と比べ難燃性着火温度

ガス弁容量大、給排気系開発低い（重油の半分以下） 投入量大発熱量

耐腐食開発（弁、ガス機器）構成機器材料に制約腐食性

漏洩対策、温度・圧力制御安全対策、ハンドリング技術毒性

■アンモニアのエンジン適用主要課題（特性）と開発目標

■研究開発の背景

■開発内容・中間結果

《アンモニア＋重油混焼レシプロエンジン開発》

これらの課題をクリアしたうえで、アンモニア混焼を実現

試験エンジン仕様
400 mmシリンダ径
500 mmストローク
３気筒シリンダ数
600 min-1回転数
2,250 kW出力

地球温暖化を背景としてGHG削減が強く求められているなか、
海事分野においても国内外でGHG削減目標が提示された.

■研究開発の概要
カーボンニュートラルである燃料アンモニアに着目

ｱﾝﾓﾆｱ＋空気予混合気
を重油燃料で着火

◆試験中間結果◆ 実証試験機による実燃焼試験・商品開発

数値解析により得た知見を応用し実証試験機による実燃焼試験を実施、商品化

■開発・商品化スケジュール
2017 ～2022                      

NH3混焼率
20ー90%
＊SIP参画

(’17-’18)

2023                               2025 ～2024                             

2023年度実績
試験機製作
試験設備建設
要素開発

数値解析 実燃焼試験・商品化

実燃焼試験
NH3混焼率
50%以上
商品化

次期商品化

市場動向⇒
NH3混焼率
80%以上
商品化

◆商品化コンセプト

■ＮＨ３混焼機での新設納入

■ＮＨ３混焼ready機として納入
レトロフィット対応: 既存機のMin.改造でＮＨ３混焼機可
■ＮＨ３価格・供給量より現状現実的な混焼率50%最適化
ＮＨ3動向に合わせ混焼率20-50%可変運用（油専焼含む）
■ＮＨ３市場動向により混焼率80%以上の商品化

《３気筒試験エンジン》

燃料油噴射
コモンレール

ＮＨ３噴射
ガス弁

《アンモニア設備》

気化器

NH3ボンベ

アンモニア設備
500kg/基ボンベ容量
５基ボンベ数
円筒堅型気化器
温水 70℃気化熱源
0.9Mpa気化圧力
400kg/h最大流量

ＮＨ３混焼率 ２０～５０％試験実施中

NH3壁面
リッチ形成
（NH3分布）

旋回流強化

偏流

ＮＨ３ライン
２重管

シリンダヘッド

給気管

NH3ボンベ

均一混合気NH3分布

層状度形成 NH3分布

ＮＨ３燃焼・混合気形成コンセプト＋重油プレインジェクション技術

ＮＨ３ ５０％混焼ケース

燃焼室断面

NH3タンク 気化器
遮断弁 調圧弁遮断弁調圧弁

液化NH3

液化NH3ライン
気体NH3ライン
二重管・加温

エンジン

加温
エンジン冷却水

燃料油

燃焼室

《層状度》

【 試験結果概要 】

◆数値解析の妥当性、

目標達成目途確認

◆パラメタ効果確認

・層状度壁面リッチ

・λリッチ（高温場）
・プレインジェクション

有効性

ベースエンジン： PC2.6B-CR

温水

アンモニア直接燃焼エンジンの技術開発

研究代表者：JFEエンジニアリング（株） 清水 明 研究期間：令和5～6年度


